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失敗は成功のもと

そこには管理者の度量と寛容さが

自分の担当範囲の顧客に対して，広く情報入手の網を 報告することに決めた.

張れ.そして，入手した情報は刻明に部長に報告せよ. ところで，かけだし者の甘えかも知れないが，失敗し

交渉のやり方やかけひきは，部長が商接指導するという たらそれをしかるよりも普導してくれる部長であったら

のが，わが'肖業部長の指導方針であった.かけだしの営 とつくづく思う.そのような部長であれば，各常業マン

業マンである私は，ささいな情報もないがしろにせず '1各種の営業情報をもっと積極的に部長に報告しよう.

部長の指導を受けながら一つの情報をよすがとしてつぎ したがって，衆知を集めたより広い視野からの常業活動

の情報の入手へとつとめ，逐次受注活動の展開に結びつ や先行的な符業活動の展開も可能になり，ひいては，ー

けるよう精根を傾けた. 層の業績の向上が期待されよう.このようなことに思い

Lかし，なかなかうまくし、かないものである.たまた をめぐらせながら， ある日部長に失敗の責任は部長

ま有望な仕事についての情報を入手しさっそく営業部 がとる.お前たちは思う存分やってみよという形で指導

長のご出場を願う.ところが泰山鳴動してねずみ 1 匹と してくれたら J と申入れてみた. ところが「失敗しない

いうわけではないが，まだ予算化されていない構想企商 ように充分配慮と準備を行なうことが大事である.君た

の段階のものである. 部長からはもっと確実に情報 ちのやることを見ていると心配で任せられなし、j との返

をつかめ. J と，かつを入れられる.また，これはと思う 事である.失敗にともなう損失が大きいときは，確かに

仕事も，受注実績の豊かな競争会社にもってゆかれるは 失敗しないよう最大限の注意と努力をはらう必要があろ

めとなる.ょうやく受注にこぎつけた仕事も，採算性の う.しかし失敗する機会を少なくすることはできて

よくなし、小型のプロジェクトである場合が多い.とどの も，絶無にすることはできないで、あろう.また，失敗を

つまりは，業績がなかなかあがらないのに業を煮やした 恐れていたので、は何事もできない あらかじめ万一失敗

常業部長から， rお前の営業情報はお話しばかりだ.も したときのリスクを計算して，その失敗の責任を部長が

っと実のある情報をもってこい. J と， かつを入れられ とるといった姿勢は，管理者のリ{ダーシップとして不

る. r入手した営業情報をすべて部長に報告してその指 可欠のものではなかろうかと思う.ところで，第一，部

導を受けるようにI とし、う方針にそって，すべてを報告 長はわれわれを信用していない.信用されるような能力

してきたわけだが，かえってお目玉をもらう結果と相成 をまだ身につけていないためだろうが，しかし，信用さ

った. れているようなかっこうをされると，人はあんがいエキ

思うに，一般に諸事失敗はっきものであろう.見方に サイトして仕事に立ち向かうもののようである.部下の

よっては，人生は失敗の連続であるともいえよう.問 能力に応じて仕事を任せる.そして，失敗をかてとして

題は，同じ失敗を繰り返すかどうかにあろう.一度失敗 苔導することによって部下は育っともいわれる.企業の

したら，それからなんらかの教訓|をつかんで一歩前進す 発展のためには，思いきって部下に仕事を任せ，もし失

る.そこに進歩があると思うのは，独りかけ出し営業マ 敗したときは，自らその責任をとるといった管理者の度

ンである私だけで、はなかろう.しかし上司に失敗をい 量と寛容さが必要ではなかろうか.もっとも部長も生活

ちいち取り上げられて気合を入れられるので、は立つ瀬が がかiJ. っているのであるから，心ではそう忠つでもなか

ない.そこで，積極的にふるまって失敗するよりは，失 なか実行できないかも知れない.実行するには，やはり

敗しないように消極的に行動することにした.そして， 相当の勇気力礼、るだろう.ただ，しかること気合いを入

すべてを部長に報告するのをやめて自分で‘あたためてお れるこ左のみが部下を育て仕事に追いやる手段であると

き，受注の公算が大きくなった仕事に関する情報だけを いう考え方だけはやめてもら L 、tc.l.、ものだ. (マグマ)
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